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損得計算に強くなり採算意識を身につけよう

会社の数字と利益の学習をはじめましょう。

会社の数字というと，経理や原価管理の担当者の仕事だと思われるか

もしれませんが，そんなことはありません。会社の経営成績は「荊J益」

｜こよって評価されます。し疋ガって，利益のことを害えずに仕事をすす

めることはできません。利益をどのよう｜こあげていくか，それが仕事の

判断や評価の基準｜こなっているからです。

会社の数字と利益を理解すれば，会社の仕事の流れとお金の流れガよ

くわかるようになります。そして，どのよう！こ仕事をすすめれば利益を

増加させられるかがわかるようになります。仕事の中｜こ潜んでいるムダ

も見つけやすくなります。数字をとらえていくことによって，仕事の評

価も明確になります。

それでは，どのように会社の数字と利益を考えていけばいいのでしょ

うか。尊門家！こなるわけではありませんから，いまやっている仕事ガ儲

かっているかどうか，という損得苛算や採算意識を身につければいいの

です。この講座では，「売上高」「費用Jそして「利益」の3つの蓄え万

をもと1乙損益のとらえ万ガはっきりわかることを目標に学習をすすめ

ることにしましよう。

決して難しく考えないでください。数字を扱うといっても加減乗除の

計算ができれば十分です。数字ガわかったからといって，儲かる仕事が

できるわけではありませんガ，数字がわかって仕事をしていかなければ

儲けにつながる取り組みはできません。計数に強くなることは，経営の

発想を身につける第一歩になります。
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仕事の判断は

儲かるかどうかが基準に

l.会社の目的は利益をあげ続けること

2.売上げがなければ何もはじまらない

3.仕事をすれば費用がかかってくる

4.費用を上回る売上げがあれば利益が出る

5.利益を掴やすための自のつけどころ

6.売上高を増やすにはどうすればよいか

7.費用を漏らすにはどうすればよいか

8.コピー1枚とるのに必要芯コストは



。 会祉の目的は利益脱げ続けること

事業の目的

利益

利害関係者
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私たちが会社で仕事をする目的は何でしょうか？

改めて，このような質問をされるととまどってしまいますが，一般に

考えて，日々の生活の塩である給料（賃金）を得ることは，基本的に大

事な目的と言えるでしょう。お金を稼ぎ出さなければ，生活自体が成り

立ちません。

それでは，会社の行う事業の目的は何でしょうか？

社会における会社の存在一ーというようなところから考えはじめると

たいへん難しい問題になりますが，ここでは最も原則的な見方で単純化

して言うと，

会社のいちばん重要な目的は 「利益」をあげ続けること

になります。

会社は利益をあげることで，会社を取り巻くさまざまな人たち（利害

関係者）に利益をもたらします。まず，お客様（顧客）には適正な価格

で良いモノやサービスを提供できます。従業員に対しては， 十分な給料

を支払うことができます。取引先には滞りなく代金を支払えます。また，

株主には多くの配当が可能になります。さらに，利益の中から国や地方

自治体に税金を納めることができます （図表1・1）。

このように経済活動は，会社が利益を生み出し，それを再投資するこ

とによって，良い循環を繰り返すことができます。もし，会社が利益を

出せなくなると，どうなるでしょうか。従業員に十分な給料が出せなく

なったり，株主への配当が見送られたりします。取引先に対する支払い

が遅れたり，滞ったりすれば円滑な経済活動に支障をきたします。税金

が支払われなければ，国や地方自治体の活動にも影響が出て，公共的な

サービスが低下してきます。



］.イi奈の判断は儲かるかどうかが基準に

図表 I・l 会社を取り巻く利害関係者 ｜ 

顧客

取引先
園
地方自治体

従業員 地域社会

このように，会社は社会における経済活動の主体としての重要な役割

を担っています。会社の事業は法律や社会的lレールに従って展開きれな

ければなりませんが，利益（儲け）を考えない事業は成り立ちません。

会社で仕事をするときは，常に

いかに 「利益」を増加させるかという 「採算 （儲け）意識i

を持って取り組む必要のあることを肝に銘じておきましょう。会社は利

益をあげ続けることで社会に貢献しています。

会社の行う事業（ビジネス）は，つまるところ「儲かっていくらjの

商売の世界です。利益がなければ何もはじまりません。私たちの仕事も

商売を抜きに考えることはできません。むしろ，その仕事によってどれ

だけの利益があげられるかを考え，より多くの利益を生み出すためにど

のような行動をするかが大切です。 「儲けるJことは，とても大事なこと

であり，とても良いことなのです。

採算憲議


